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第４章　盲ろうの人と音楽を楽しむ

（5）考察

今回の音楽ワークショップに参加した盲
ろう者やその他の参加者、通訳介助者からは
「楽しかった」という感想が多く寄せられ、音
の響きを体感し、共有することで、全員で音
楽を楽しむことができました。盲ろう者の半
数が「音楽が好き」と答えたように、音楽に
ある程度馴染みがある人が今回参加し、盲ろ
う者自身、音楽を楽しむ方法を知りたいと考
えていることもわかりました。このワーク
ショップは、音楽を楽しむ場であったと同時
に、盲ろう者が音楽を楽しむ方法について自
ら知ることができる機会でもあったといえ
ます。盲ろう者自身が様々な活動を楽しむ
可能性について知ることは、参加したいと思
える活動の選択肢が増えることでもありま
す。そのような具体的なイメージをもとに、
盲ろう者が主体的に参加できる機会をとも
に作っていくことが重要だと考えます。
　今後の課題として、今回は音楽を楽しんだ
経験のある人が多く参加しましたが、音楽
に馴染みがない盲ろう者も楽しめるワーク
ショップの検討や、盲ろう者が参加しやすい
学びの場を作っていくことが挙げられます。
　その他の参加者については、人数は少な
かったものの、盲ろう者と一緒に参加できる
ことが参加の理由に共通していました。「新
しい体験ができた」「盲ろうの人と出会えた」
という回答から、今回のワークショップは、
地域の人が、普段、出会う機会が少ない盲ろ
う者と一緒に活動し、新しい音楽の楽しみ方
を味わう機会となったといえます。盲ろう者
の活動の幅を広げる地域住民とは、一緒に活
動を楽しみたいと思う人やその活動に面白

さを感じる人だといえるかもしれません。そ
のような思いを持つ出会いのきっかけとな
るのが、芸術文化をともに楽しむ今回のワー
クショップのような取り組みであると考え
ます。
　講師には、今回初めて盲ろう者と音楽を
楽しむワークショップを実施していただき
ました。盲ろう者に出会い、ワークショップ
のプログラムを企画する機会としていただ
き、盲ろう者が参加できる活動の幅を広げる
ことにつながったと推察します。また、アン
ケートで今後の活動のアイデアを尋ねたの
に対して「岡田さんと相談しながら」という
回答があったことに象徴されるように、盲ろ
う者という障害者像ではなく、個人として出
会い、交流する場となったことで、豊かな相
互理解が生まれたといえます。
　通訳介助者からは、音楽を体で感じること
や音楽で表現することに期待を寄せる声が
多く上げられ、「生活訓練で取り入れたい」等
の具体的な取り組みにつながる感想も出ま
した。盲ろう者の社会参加を実現するために
は、通訳介助者との連携が必要不可欠です。
今後は、通訳介助者との交流もさらに深め、
音楽やその他様々な芸術文化活動を楽しむ
ことへの認識を共有し、盲ろう者が主体的に
参加できる活動の充実を図っていきたいと
思います。



声を届けるために

　今、娘は、滋賀県立野洲養護学校高等部の
３年生です。さかのぼりますが、2012年頃
に滋賀県の養護学校の先生と保護者でつく
る「滋賀スマイルの会」という会に入りまし
た。子供たちがいきいき学べるように、と養
護学校のことを考える会です。2013年に
は野洲養護学校のPTAの副会長に立候補し
ました。増築の動き等があって、その頃は学
校のことが心配でした。野洲養護学校は、４
市１町（野洲市、栗東市、守山市、近江八幡市
(旧安土町除く)、竜王町）から障害のある児
童生徒たちが通学しています。設置基準がな
いために特別教室や図書室を教室にするし
かないなどの問題があり、４市１町の議員さ
んたちに設置基準についての理解を求めて
要望を伝えたりしていました。
　その後、卒業後のことが心配になってきま
した。卒業後に娘は生活介護事業所に通所
することになるんですが、近江八幡市には選

択肢がまだ全然足りません。卒業した子供た
ちが地域で安心して暮らせることを願い、生
活介護や就労継続、就労移行の通所事業所、
暮らしの場の充実を求めて地域や行政に声
を届けるためには、いろいろな保護者の会か
ら声を上げた方が届くだろうなと思いまし
た。やっぱり言い出しっぺの私が作るしかな
いと思って、2017年に、娘と同級生の保護
者さん等に声をかけて、賛同してくださる人
たちで「八幡ハチドリの会」（野洲養護学校卒
業後の日中活動と生活の場づくりを進める
会）を作りました。今では、近江八幡市手を
つなぐ育成会を中心に、９団体で「近江八幡
市障がい児者保護者連絡協議会」もできてる
んですよ。
　南アメリカの民話でハチドリが山火事を
消す「ハチドリのひとしずく」という話が
あって、小さなくちばしで水をついばみ、し
ずくで懸命に火を消そうとしているのを見
て、周りの動物たちは、「また、バカなことし
て。そんな大した力にならないのに」って笑

うんですけど、「私は私のできることをして
いるだけよ」とハチドリは言うんです。この
話を文化祭で娘たちがハチドリ役になって
発表したんですね。それで、会の名前は絶対
にハチドリの会にしようと思いました。
　毎年、入会募集をかけていて、だいたい40
名ぐらいの保護者さんが入ってくださって
います。働いている方も多いので、１年前か
ら行事の日程を決めています。そうすれば休
みを取ってもらいやすいかなと思って。一度
会員になったら、結構会員継続っていう方が
多いです。卒業生や作業所の保護者さんで会
員になりたいっていう方もおられます。

八幡ハチドリの会の活動

　年６回程定例会を開催し、勉強会や茶話
会、DVD鑑賞会をしています。作業所の見
学にも行きます。一人や個人では行きにくく
ても、保護者会としてだったら交渉しやすい
です。コロナ禍でまだ見学には行きにくいで
すが、興味を持つ保護者さんが多いので年２
回くらいは、企画したいですね。我が子がど
んなところでどんな風に働くのかなって想
像するのは楽しいですしね。
　昨年、近江八幡市の地域別懇談会で20年

後の町を考える「カタリング」がありました。
それで今度、わが子との20年後の暮らしを
語り合いたいと思い、八幡ハチドリの会でも
カタリングをします。2040年のことを考え
ると暗くなるんですけど、楽しく未来を語ろ
うという会にしようと思っています。やっ
ぱり大変なことも多いけど、つながり合って
いきたい。結局、何がしたいのかなと考えた
ら、みんなが本人を真ん中にしてつながって
もらいたいなって、親としては思うのです。
　八幡ハチドリの会では、要望書を提出した
り市長さんと懇談させてもらったりもして
います。今は、2040年の福祉の担い手不足
のことがすごく心配です。それで、小・中学
校の時代からもうちょっと障害のある人と
の交流を増やし、学校の教育の中に障害者の
ことを入れてもらうこと、中学校の実習先に
福祉作業所を加えてもらうことを進めてい
ただきたいと思っています。今、高齢者の施
設には実習生が来るんですけど、障害者の施
設は対象になっていないようです。まずは、
そういうところからコツコツと働きかけよ
うとしています。でも、要望ばっかりになっ
てはいけないと思うので、私もできることを
ちょっとでもやろうとしています。それぞれ
ができることを何かやって。まさしくハチド
リ精神です。
　私たちが会を発足する前、日本障害者協議
会代表の藤井克徳さんが、滋賀県に来られた
ときにお話しする機会があって、「とにかく
場を持つこと、そしてときには楽しいことを
計画して続けることが大事ですよ」っておっ
しゃってくださったんです。だから、今はコ
ロナ禍の中で配慮しながらですけど、事務局
会と称してランチ会もしながら活動を続け
ています。

東恵子（あずま・けいこ）さんは、滋賀県立野洲養護学校
に子供を通わせる近江八幡市の保護者らでつくる「八幡
ハチドリの会」の代表を務めておられます。また、近江
八幡市の市民広報リポーター「赤こんリポーター」とし
て、八幡ハチドリの会をはじめとする市内の様々な福祉
にまつわる活動やほっこりする話題を取材しています。
八幡ハチドリの会を立ち上げられた経緯や活動への思
いをお聴きしました。（令和3年5月14日	社会福祉法人
グロー法人事務局にて）

 インタビュー
　  東恵子さん

インタビュー：東恵子さん
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定例会（この日のテーマは「障害のある
きょうだいを持つ人に聴いてみよう」）2020年9月



アートはこころのつえ

　私は、高校のとき美術部に入っていまし
た。美術館に行くことがすごく好きで、昔か
らよく芸術鑑賞していました。ボーダレス・
アートミュージアムNO-MAが近江八幡に
できた最初の頃はまだ行ったことがなかった
んですけど、八幡ハチドリの会ができてから
は、定例会に組み込んで毎年行っています。
２月はNO-MAの「滋賀県施設・学校合同企
画展ing…	～障害のある人の進行形～」鑑賞
に決めてます。やっぱり保護者さんに知っ
てもらいたいっていうのがすごくあって、も
しかしたら自分の子供も内に秘めた才能を
持っているかもしれないと思ったら、希望が
持てるというか。娘は、重い知的障害を伴う
自閉症なんですが、みんながみんな自閉症だ
からアートが好きかというと、そうでもない
とは思います。でも、偶然描いた図や線がユ
ニークだったりすると残しておきたくなり
ますね。NO-MAの展覧会等を見ていると、
障害のある人の絵が時代の先端みたいなと
ころがありますもんね。
　以前、NO-MAの企画展で武友義樹さん
というひもを振る人が紹介されていて親近

感を覚えました。娘も、私や主人が布粘着
テープを貼り合わせて作ったひもを振るん
です。「こころのつえ」だなって思うので、自
閉症の重い人には気持ちを落ち着かせる時
に役立つから広げたいなと思っています。

糸賀思想との出会い

　私のいとこに脳性麻痺の人がいて、その人
のお父さんである私のおじが奈良県でずっ
と育成会の活動をしていました。その頃は
まだ養護学校は義務化されていないときで、
義務化を目指して運動をしていたようです。
「この子らを世の光に」と書いた鉛筆を売る
募金活動もしてました。その鉛筆は、まだ削
らずに筆箱にあります。
　当時は、おじがそのような活動をしている
ことは知っていましたが、子供だった私は、
まったく興味がありませんでした。今は娘の
障害のおかげで、糸賀さんの偉大さを知りま
した。糸賀さんの人生を描いた「ＮＨＫアー
カイブス　この子らを世の光に」という番組
があって、それをみんなで鑑賞する定例会を
したことがあります。「愛はもともとあるか
ら育つのです」とおっしゃった糸賀さんの最

後の講演も出てきます。有名な話ですけど、
施しをこうような「この子らに」ではなくて
「この子らを世の光に」と、自ら輝くように言
葉を選んだという逸話もありました。
　2016年に介護福祉士の資格を取ったの
ですが、国家試験の第一問が糸賀さんの問題
だったので、私は絶対合格しないと！と思っ
たんです。本当に興奮しました！でも、私は
たまたま障害児の親ということもあってわ
かったけど、介護分野の人の中には「誰？」っ
ていう感じの人もいて、その偉大さはなかな
か障害分野以外の人には伝わっていないで
すよね。

赤こんリポーターとして
楽しさも伝えたい

　近江八幡市の市民広報リポーター「赤こん
リポーター」の活動を始めて今年で４年目に
なります。ちょうど八幡ハチドリの会と同じ
くらいです。市内のことだったら幅広く市の
広報や赤こんのFacebookに投稿できます。
花も好きなので町で芝桜が見ごろだとか、自
分で種をまいて育てた花の記事を投稿した
り、定例会の活動について記事にしたりして
います。

　作業所の支援員さんと利用者さんが一緒
に作業している姿を取材させてもらいたい
と思って、市の秘書広報課に相談したら、「赤
こんリポートの中だったら投稿してもらっ
ていいですよ」って言ってくださいました。
利用者さんのご両親の了解も得ないといけ
ないので時間はかかっていますが、市内の作
業所を取材するためのアポを取っていると
ころです。
　国は地域共生社会を推進していて、また、
働く年齢を75歳まで伸ばそうとしているけ
ど、実際、それで福祉の担い手不足の解消に
なるかわからないし……。でも、ちょっと夢
を持ちたいと思っています。障害児の親とし
て活動することは楽しいだけじゃないんで
すけど、でも楽しさも伝えたいと思うので、
何か協力できないかなと思って、赤こんリ
ポートで記事を投稿しています。発表の場が
あるというのはすごくありがたいことです
し、負担なくやらせてもらっていて、知って
もらえるので、これも一石二鳥かなって思っ
ています。
　結局は娘のことが中心というか、もう娘の
将来にちょっとでもつながればっていうよ
うな気持ちですべてやっている感じですね。
親の心子知らずですけど（笑）。

東恵子（あずま・けいこ）
八幡ハチドリの会　会長
フリーペーパーや小学生新聞の編集の仕事を経て、結婚を
機に近江八幡市に転居。重い知的障害を伴う自閉症の娘と、
地域の中学に通う息子の母。障害のある人が住み慣れた地
域でいきいき暮らせるようにと、2017年、八幡ハチドリの
会を立ち上げ、保護者同士の繫がりや学びの場を作ってい
る。同年、ボランティア活動の市民広報リポーター(通称・
赤こんリポーター)となり、地域のほっとする話題を取
材している。

インタビュー：東恵子さん
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「ごほうびDay」と題してミモザのリース作りを
したときの様子　2020年2月

ボーダレス・アートミュージアムNO-MAに
訪れたときの娘希望（のぞみ）さん

糸賀先生の言葉が書かれた鉛筆



結の家ができるまで

　もともと愛東町（※1）の出身です。ここは
僕の土地なんですよ。
　大学は地元を離れ、東北の大学に通いまし
た。卒業後、東京都内にある知的障害者施設
に就職し、縁あってあかね寮（現障害福祉支
援施設あかね）に勤めることになり、滋賀に
帰ってきました。その後、1990年には愛東
町社会福祉協議会（現東近江市社会福祉協
議会）で働くことになりました。その時期は
福祉関連八法の改正が施行されて市町村に
も老人福祉計画の作成が義務付けられた頃
で、愛東社協もこの計画に参画していまし
た。地域(集落)を基盤にした地域福祉計画、
診療所の建設、高齢社会を見据えて、総合福
祉センターの建設を進めた時期でした。その
後、介護保険法が施行されると介護保険サー
ビス事業に社協が取り組むことになりまし
た。愛東町の地域(集落)を基盤にした地域

福祉計画に基づいて、社協は、地域福祉活動
計画策定し、住民さんたちと自分たちの暮ら
しをどうつくるのかと話し合う場面をもち、
検討を進めてきました。
　その中のひとつの集落	(現在の愛東外町)
で安心できる集落をつくろうと住民さんた
ちと一緒にデイサービスセンターをつくっ
たんです。自治会有志でお金を出し合い、民
家改修をしてデイサービスを立ち上げまし
た。デイサービスセンターで働く職員と住
民さんたちで、自分たちの安心な暮らしをつ
くっていくことになりました。さらにデイ
サービスセンターではご飯をつくるんだか
ら、そのご飯を必要な世帯にお弁当にして届
けることができるだろうと、配食サービスも
やることにしました。
　愛東外町では、「もちつもたれつ活動」とい
う住民相互の助け合い活動も実施していま
した。これらの取り組みをもうちょっと愛東
町全体に広げていく必要があるだろうと、こ

こ小倉地区にも新たに拠点をつくったとい
うわけです。今は、配食サービスもデイサー
ビスのご飯も、知的障がい者の仕事づくりと
して、あいとう和楽が担ってくださっていま
す。愛東外町で取り組まれてきた「もちつも
たれつ活動」はあいとうふくしモールの「ほ
んなら堂」として愛東地区を中心に活動が広
がっています。

※１	愛東町～市町村合併により2005年に東近江市になる。

ふくしモール構想、
最初の石ころ

　あいとうふくしモールは、いろいろな人た
ちと出会って今の形になりました。川副きよ
子さん（あいとう和楽代表）の魅力であった
り、野村正次さん（ファームキッチン「野菜
花」を運営する株式会社あいとうふるさと工
房代表）との出会いだったり。僕は感覚の人
間なので夢を語り、野村さんはそれをちゃん
と形にする人で、川副さんはほんわかやりな
がら、潤滑油の役割を担ってくれていて。男
だけだったら絶対失敗していると思います、
本当に。
　さらに、ふくしモール構想（※2）について
語り合う「モール」という集まりを月一開催
してきたことが大きいです。ふくしモール
構想を考えるようになったのは、中村恭子さ
ん（保健師。滋賀県職員）からの話がきっか
けです。
　保健所にいた彼女が「介護の必要なおばあ
ちゃんだったか、おじいさんであったか、が
ベッドから落ちたんだけれども、年老いた家
族の力だけでは戻せなくて、地べたにずっと

いたんだよ。こんな人たちはどうやったら救
えるのかな」という話をしてくれて、「そん
なことを私に聞かれても……。じゃあ、みん
なで考えよう」と言って集まったのが「モー
ル」の始まりで、彼女の話が最初の石ころな
んですよ。それが2009年頃。月に一回、僕
のお友達を集めて、そのお友達がまた違うお
友達を集めてという形で集まった人たちの
意見の集約によって、ふくしモール構想をつ
くってきました。

※2　ふくしモール構想～地域で安心して暮らすための仕
組みの構想。それを形にしたのが、あいとうふくしモール。
様々な機能を有する事業所がショッピングモールのように
軒を並べるイメージからモールという言葉が使われている。

ヘルス＆ワークの
デイサービス

昔は地域によろず屋さんがあって、そこで商
品も買えれば、情報交換もできて、困りごと
なんかも相談できましたよね。よろず屋さ
んは時代の流れの中でなくなり、今回、愛東
町に唯一存在したスーパーが閉店しました。
「買い物する場所がなくなった、なんとかな
らないものか」。ふくしモールに相談が持ち
込まれました。歩いて行けるところにお店が
できれば、よろず屋さんの代わりになるかも

 インタビュー
　 太田清蔵さん
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あいとうふくしモール入り口看板

太田清蔵（おおたせいぞう）さんは、特定非営利活動法人NPO
結の家の代表を務めておられます。結の家は、デイサービス
等の高齢者介護を中心とする事業所ですが、同敷地内にある
ファームキッチン「野菜花」、就労継続支援B型事業所のあい
とう和楽とともに、「あいとうふくしモール」という拠点であ
り、プロジェクトをしています。この町に暮らす人たちが、ど
のような状態になっても安心して暮らすことが出来る拠点づ
くりという壮大なこのプロジェクトに取り組むことになった
きっかけや、今、向き合っている地域課題とその対応策を伺っ
てきました。（令和3年9月16日	あいとうふくしモールにて）



しれない。川副さんや野村さん、住民有志で
合同会社をつくって、地域の中の閉店したお
店を、i・mart（アイマート）として今年の８月
27日に再オープンすることができました。
さらに移動販売も始めています。
　それから、デイサービスセンター加楽（東
近江市）を運営しているNPO法人の代表の
楠神渉さんと一緒に、i・martの中に働けるデ
イサービスセンターとして、ヘルス＆ワーク
のデイサービスセンターをつくろうと準備
しています。例えばお店にモップをかけると
か、配達すべきものを詰めるとか、一緒に配
達に行くとか。その働きに対して一回500
円くらい支払えたら、帰りにはそれでお店
の何かを買い物できるという楽しみにもな
る。町の行き慣れた場所に自分の足で来て、
健康を維持できるのがいいなと思うんです。
午前中はデイサービスセンターにして、昼か
らは健康づくりだとかイベント的なことが
できるスペースとして使っていく。買い物に
来ているお母さんたちのお子さんをお預か
りするとか、そんなことができたらいいんだ
ろうなとも思っています。

移動販売で地域のニーズを
キャッチする

　移動販売も始めていますが、物を販売する
だけではなくて、ニーズキャッチでもあるは
ずと思っています。地域を回る中で「こんな
人がいて、こんなことに困ってはるねん」とい
うことがあればそれをキャッチして、i・mart
にいるほんなら屋（※3）の事務局スタッフに
伝えて、そこからふくしモールの事務局が状
況確認訪問し、ちゃんと必要なサポートにつ
なげていったり、そういう人たちをどういう
ふうに支援できるシステムをつくるのかを
考えるイベントを組んだりとかができてい
けば、もっと広がるはずです。

※3　ほんなら屋～あいとうふくしモールの連携拠点（事務
局）。地域の困りごとに対し、あいとうふくしモールの事業
所のサービスに繫げたり、30分500円の料金で登録サポー
ターがちょっとした困りごとに対応する「ほんなら堂」を
活用するなど、さまざまな知恵や仕組みを駆使して地域内
での解決に取り組んでいる。

事業展開と持続のための
資金について

　もともとは介護保険を軸に地域活動をや
ろうとしたわけです。介護保険が始まった

当初は、収益があったわけですよ。だから、
これを財源に地域福祉活動していたわけで
す。ところが、介護保険が見直されていって、
収益が上がらなくなり財源を失っていって。
不誠実な事業所もあるから仕方がないかも
しれないけれども、収益をちゃんと地域還元
している事業所については、税金の優遇など
しっかり評価してほしいと思います。
　事業の持続可能性をどう組み上げるのか
というのが課題で、今、僕たちが個人でお金
を出して何とかしているけれども、これは良
くないですね。薄く浅く、みんなでどう支え
ていくのかということになるのが大事です
よね。そうしたところを訴えながら進められ
ると、本当のいい社会ができてくるのではな
いかなと思います。

巻き込みながら
解決していく

　あいとうふくしモールは、「あそこに行け
ば何とかなる」という拠点を目指しているけ
ど、ふくしモール一つだけでは対応できな
い。今のような取り組みは一法人で完結して
しまえば、実は楽なんだけど、それをやって
しまうと膨らみもなければ、何にも繫がらな
いんですよ。いろいろな人たちがリスクを分
散しながら、思いを寄せ集めてやっていかな
いと独り善がりになってしまうのでね。
　たぶん滋賀の福祉の先駆者である糸賀一
雄先生も池田太郎先生も田村一二先生も、
いろいろな人を巻き込んで活動されてきた
のだと思うんです。	独り善がりでやったら
駄目だし、連携はとても大事なことだけど、
連携や巻き込みは目に見えないんですよ。糸

賀先生の近江学園もそうだと思うし、田村先
生なんかは共同体を持ちながら見える化を
したと思うんだけど、やはり拠点がないと見
える化にはならないです。
　なので見える化をしたのがここの拠点で
す。先にお話ししましたが、「お店がつぶれ
たんだけど、何とかならないのか」というこ
とまでここに持ち込まれるんですよ。そこか
ら次の議論が発生するんですね。そうやっ
ていろんなところに足を突っ込んでしまっ
て、自分で自分の首を絞めるという、こうい
う構図なんです(笑)。でも、そういうふうに
地域の困りごとが持ち込まれるということ
を狙ったはずなので、持ち込まれたものには
対応していかなくてはということですね。

太田清蔵（おおた・せいぞう）
特定非営利活動法人NPO結の家　代表　介護支援専門員
1984東北福祉大学卒業。同年社会福祉法人大泉旭出学園
旭出生産福祉園就職。1987社会福祉法人蒲生野会あかね
寮就職。1991社会福祉法人愛東町社会福祉協議会就職。
2004特定非営利活動法人ＮPO結の家代表。2013あい
とうふくしモール代表。

インタビュー：太田清蔵さん
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奥に見えているイートインスペースが
ヘルス＆ワークのデイサービス実施予定場所

地域の子供たちの絵で彩られたi・martの移動販売車



入所施設との出会い

　出身は愛媛県です。もともと保育士にな
りたくて、保育の専門学校に２年間通いま
した。
　実習で保育園、幼稚園、児童養護施設に行
きましたが、もう１ヶ所、男性の保育士さん
が働いているという地元の入所施設に２週
間ほど実習に行きました。
　そこで初めて障害者の方と触れ合い、刺激
を受けたたことを今でも覚えています。
　そこは児童棟と成人棟が併設されている
入所施設で、保育の現場とは違う『支援』の
場でした。
　実習が終わるくらいの頃、当時の係長さん
が「君、今後の進路はどうするの？履歴書を
送ってくれたら、何とかするけど」と声を掛
けていただけたこともあり、その施設に就職
し、５年間お世話になりました。

福祉の世界へ再び

　親の出身が滋賀県でした。
　私が25歳の頃、親が病気を患い、滋賀に生
活の拠点を移すことになりました。
　当時の私は「福祉の世界はもういいかな」
と思っていました。
　洋服に興味があったので、近くの洋服屋さ
んに就職し、福祉の世界から一旦退いていま
した。
　滋賀県は福祉のパイオニア的な地域であ
ること。糸賀先生のことは愛媛にいた時から
知っていたので、「滋賀に来て、福祉のことを
やらないのもなあ」という思いが次第に芽生
えてきました。
　そんな想いが膨らみはじめた頃、びわ湖
大津プリンスホテルで開催される福祉職場
の合同就職説明会を案内され参加すること
にしました。70ヶ所ぐらいの施設や事業所
が参加している中、再び福祉の世界につな

がる出会いがありました。障害福祉サービ
ス事業所むつみ園の（現：株式会社ライフケ
アサポート代表）後藤清隆園長との出会いで
した。
　私と一緒に面接を受けた方は社会福祉士
の資格を持っていたのですが、私は、保育士
資格しか持っておらず「採用はない」と諦め
かけていた時に後藤さんから電話をいただ
き採用していただきました。しかし、入所施
設と通所の事業所は全く違っており、畑違い
もいいところだったので、そこからは必死で
仕事を覚え、実践の日々でした。
　むつみ園で４～５年働いた後、第二むつみ
園を立ち上げることになりました。
　好奇心旺盛な私は自ら志願し、色々な事を
経験させてもらったのちに第二むつみ園の
施設長としてクリーニング事業を任される
こととなりました。
　当時、私物の衣類のクリーニングをしてい
る事業所はなかったため、クリーニングの会
社を見学させていただき、従業員の方がされ
ていることを参考にしながら障害者の方に
業務を提供できる方法を考えました。
　そして、第二むつみ園も何年かしていく
と、利用者さんも増え、お給料も１人月平均
５万円ほどお渡しできるようになりました。
福祉の世界で再び働けることに喜びを感じ
られるようになったのもこの頃だったよう
に思います。

ワークショップ水口とは

　ワークショップ水口は、2019年４月に開
設しました。
　私は、第二むつみ園を退職し、2019年１

月からこちらに入職し、開設準備を行いま
した。
　就労継続支援B型事業所ワークショップ
水口は、協力事業先である株式会社ライフ
ケアサポートが運営する３つの事業（珈琲事
業・デザイン事業・農業事業）から業務委託
を受け、派遣のような形で仕事に携わりま
す。珈琲事業は、事業所と同じ建物内にある
喫茶店「名坂珈琲」で提供するコーヒー（ド
リップバッグの製造、欠点豆を取り除くハン
ドピック等）の製造に関わる作業。デザイン
事業は、プロのデザイナーと共働しながら、
カレンダー、名刺、チラシ等を制作。農業事
業は、農業のプロの助言を受けながら、提携
先や作物、出荷計画を決定し、野菜の生産を
行っています。
　ワークショップ水口では『誰のために働
き、誰のために努力をするのか』を利用者の
方々に理解いただくことを基本方針に掲げ
ています。そして、利用者の方々には、ワー
クショップ水口で得られた経験を自信に変
え、一般就労やＡ型事業所へステップアップ
していただきたいと願っています。
　具体的な支援については、福祉の世界で長
年培ってきた経験や、またプロの方々からの
助言を活かしながら新しい支援の形を模索
し、職員全員で実践しています。
　支援する職員と技術を教えるプロが常に
情報共有をすることはもちろん、利用者の
方々を社会に送り出していくための勉強会
を開催し、何をしないといけないかという
個々の気づきの場も設けています。
　また、利用者の方々との信頼関係の構築に
おいては、コミュニケーションに重点を置い
ています。自己発信、自己選択を行う機会を
コミュニケーションの中に取り入れ、利用者

 インタビュー
　 坂元考行さん
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坂元孝行（さかもと・たかゆき）さんは、一般社団法人
よつば医療福祉総合研究所ワークショップ水口の所
長です。利用者の方々がいろいろな経験を積み上げ、
一般就労を視野に入れた基礎的なスキルを身につけ
られるようにサポートされています。坂元さんが就
労支援に取り組むようになったきっかけや、ワーク
ショップ水口で実践していることについてお話を
伺ってきました。（令和3年11月17日	ワークショッ
プ水口にて）



さんの協調性や思考能力の向上につなげて
います。
　ワークショップ水口を一言で表現するの
であれば『仕事を通じて自立支援を行って
いる就労継続支援B型事業所』だと思ってい
ます。

本人に決定権がある

　当事業所の利用を考えている方には「ここ
に来てください」と言うことはありません。
利用するのは本人ですから、本人に決定権
があることだけを伝え、検討いただいてい
ます。
　だからかもしれませんが、ここを利用され
る皆さんは、自分で決めてここに来ているの
で、モチベーションが違うように感じます。
私がご本人に聞くことは「将来、何になりた
いですか？」と「お給料はいくら欲しいです
か？」ということです。
　当事業所は、高いお給料を支払うことを一
番の目的としているわけではないので、より
高いお給料が欲しい場合は、他の事業所に行
くことをお勧めしています。
　将来の目標（職業）がある方には「社会で働
くうえで大切なことを一緒に学んでいきま
しょう」とお伝えしています。

　また、保護者の方には「Ｂ型事業所ですが、
何年後かには巣立ってもらいますよ」「ここ
はあくまでも通過点の事業所ですから」とお
伝えします。

「来たいと思ったから」

　中学校の時からずっと引きこもりだった
方が、ここに実習に来ました。学校の先生か
らは「学校に来てない生徒なんです」と事前
に聞いていました。コミュニケーションの手
段は筆談で、実習に行けるかどうかもわから
ないということだったのですが、来てくれま
した。
　「来れたじゃん。すげえじゃん」って言った
ら、彼は普通にしゃべってくれました。「筆
談って聞いていたのに、しゃべってるやん」
と思いました。
　今では、利用者として週４～５回、みんな
の前で挨拶もされています。学校に行かな
かった彼に、なぜ今は毎日来ているのか直接
聞いてみると「自分が来たいと思ったから」
と言っていました。本当の理由かどうかはわ
かりませんが、１人の大人として、社会人と
して彼と接してきたことが良い結果に結び
ついたように感じています。

失敗してもいいと
必ず伝える

　名坂珈琲のマスターは、ずっと福祉の分野
で働いていたわけでも喫茶のマスターをし
ていたわけでもなく医療従事者です。デザ
イン事業で指導している者も福祉に携わっ
たことはありません。しかしながら、福祉分
野の人にはわからないことや、視点を教えて
いただいています。ライフケアサポートの
後藤代表には、企業的な視点や、園長もされ
ていたので福祉的な視点から助言をいただ
いています。私にはない視点を持つ方々の
意見やアドバイスを参考にしてきたことで、
今の自分があるのだと思っています。
　企業で働いてこられた方や自営業されて
いる方など、福祉の世界では持っていない視
点をここで活かしていけないか、そんなこと
を考えながら常にアンテナを張っています。
　そして「まずやってみる」というきっかけ
を作り、「やって駄目なら、やめたらいい」そ
れくらいの想いで取り組む姿勢が、自分の力
になっているようにも思います。
　私は、利用者さんにも職員にも「失敗して
もいい」と言います。
　失敗には何か原因があるわけだし、次に生

かせるような失敗であればいくらでもして
いいと考えています。
　仮に私が失敗しても誰かがサポートして
くれると信じていますし、サポートしてくれ
た人に感謝することで良好な関係性を保ち、
何かあれば私がサポートするという気持ち
を常に持っています。
　利用者さんにも職員にも「失敗すること」
を通じて、人との関わり方を学んでもらいた
いと考えています。

坂元孝行（さかもと・たかゆき）
一般社団法人よつば医療福祉総合研究所ワークショップ水
口　所長
地元の入所施設に支援員として入職。平成16年障害福祉
サービス事業所むつみ園に入職し、平成20年より第二むつ
み園所属。平成31年からは一般社団法人よつば医療福祉
総合研究所ワークショップ水口開設。B型事業所からメン
バーさんの目標に向かってステップアップ出来る事業所を
目指し実践している。

インタビュー：坂元考行さん

4140

珈琲事業の作業室。モチベーションを上げるために、
棚には完成した商品や感謝のはがきが並べられている。

デザイン事業の事務所で研修をしている様子

「名坂珈琲」に並ぶコーヒー豆



42

まとめまとめ
――浮かぶ顔、想像し注ぐ力浮かぶ顔、想像し注ぐ力――

　自分が暮らしている町にふらっと出かけたり、何かしらのイベントや活動に参加し
ようとしたりして、実際にその行動を起こすことができるようになるまで、どんな要因
が揃う必要があるだろうか。ふらっと出かける先や参加できるイベントが「ある」とい
う情報を持っていないと、そもそも行動を起こそうとも思わない。情報は得たけれどそ
の場やイベントが何なのかイマイチよくわからない。飛び込みで行ってみようか、い
や、場違いで気まずい思いはしたくないし、参加すること自体ノーと言われたらやるせ
ない。そのことがクリアされたとして、ではその場までどうやって行こう。自分は車を
持っていないから、公共交通機関だけで行けないと難しい。行ってから完全アウェー
で居住まいが悪かったらどうしよう、誰か受け止めてくれるだろうか……。などなど、
外出や活動参加を決めるまで、多くの人がこうしたことを考え、調整している。
本事業は、主に盲ろう者、知的障害者、高次脳機能障害者のこのことについて、美術鑑
賞会や食のワークショップなどの文化芸術活動（食文化が文化芸術に含まれることは
文化芸術基本法にも定まっている）を通して考えている。考えたことはまた次につなげ
るということを繰り返し、一人でも多くの人の、社会参加のしやすさを伸長しようとし
ている。
　本事業を実施する法人が運営する美術館という、内部の資源を活用し、その要因を
探った一昨年度。その重要な要因の一つとして‘町にともに暮らす人’に焦点を当て、県
内のさまざまな資源と人材を巻き込んだ取り組みをした昨年度。そして今年度は、鑑
賞のしやすさを考え、つくることそのものに障害当事者に参加してもらった。毎回新
たな課題が見つかるとともに、新たな出会いと顔見知り同士が増えていく。最初は‘盲
ろうの人’という障害属性でその人を捉えていたのに、自然と‘〇〇さん’という一個人
としてその人を捉えるようになっていく場面をいくつも見てきたし、自分たちも経験
してきた。
‘障害のある人のため’といったとき、個々の誰かの顔が浮かんでいるか。私たちには浮
かぶ顔がある。そのことで次の方法を考えることができるし、その人に意見を聞いた
り、実際に巻き込んだりすることもできる。次年度も、〇〇さんだったらどうだろうと
想像し続け、当事者（障害だけでなく、支援当事者等周りも含む）の話を聞き、実践し続
ける。けれど、わかった気にはならない。このことを肝に銘じて、滋賀県に暮らす人同
士が安心して出会い、活動できる地域になるように惜しみなく力を注ぎたい。


